

































































































































































































しく問題として意識 していき,自覚化 していかなければならないという問題 (国民文化創






















ロッパ的形態,歴史主義的形態 (個性化的認識),マルクス ･レーニン主義的形態 (法則
化的認識),アジア ･アフリカ的形態,日本的形態などが挙げられている｡(25)




















































































させた科目 ｢世界史｣が登場 したが,初期の ｢世界史｣はその教育目標よりも,東洋史と
西洋史の比率の問題といった教育上の事務的な課題に対する論議が繰り返され,｢世界史
教育をいかにして行うか｣を顧みる傾向は少なかったといえる｡ そんな中で,上原はいち
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とが不可欠の要素であり,これもまた ｢世界史像の自主的形成｣の作業を通 して達成 しう
るものであると上原は考えていた｡
さらに上原は,問題意識や生活意識に基づいて創造された新 しい世界史像は (三年も五
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